
2022年度 フィールドスタディ（FS）実施企画  

テーマ 

タイトル 
COVID-19とツーリズム～ポスト・パンデミックに向けて 

担 当 者 朝比奈茂、小島聡、吉永明弘 

実 施 時 期 
８月４日（木）〜８月６日（土） ２泊３日 山梨県富士吉田市、富士河口湖町 

９月１日（木）日帰り 横浜市 

実 施 場 所 
富士山コース：山梨県富士吉田市、富士河口湖町 

横浜市コース:関内・桜木町地区 

協 力 機 関 

一般財団法人ふじよしだ観光振興サービス、富士河口湖町政策企画課、河口湖観光

協会等 

 

募 集 人 員    １５名程度 

学 習 目 的 

 日本有数な観光地である富士山周辺において、COVID-19 がもたらした観光

業への影響を実感し、持続可能な観光地運営について考える。 

 富士山が世界文化遺産に選定された重要な要素（構成資産）について、そ

の概要を学習し、そのうちのいくつかを実際に巡って確かめる。 

 遠方観光が困難になり、近場観光に需要がシフトしており、COVID-19 によ

っても、インバウンドの喪失以外は影響が小さい横浜都市観光を体感す

る。 

行 程 

富士山コース 

【１日目】 

午前：バスタ新宿より高速バス移動（新宿―富士山駅） 

   ふじよしだ観光振興サービス職員による世界遺産構成資産案内 

午後：富士山ミュージアム、道の駅富士吉田、富士山レーダードーム館見学 

【２日目】 

午前：フィールドワーク（富士山洞窟見学、樹海散策、本栖湖見学） 

午後：富士河口湖町役場政策企画課訪問、学芸員による世界遺産に至るまでの道の

り学習、河口湖湖上祭見学 

【３日目】 

午前：河口湖観光協会によるワークショップ、河口湖畔清掃ボランティア活動 

午後：グループワーク、発表 

※河口湖駅を 16 時代の高速バスで帰京（→新宿駅に 18〜19 時到着予定） 

 

【４日目】 

横浜市コース 

午前：横浜都市発展記念館などで、近代都市横浜の形成を知る。  

午後：関内・桜木町地区の都市観光の動線をたどりながら、横浜のアーバンデザイ

ンなどを体感する。 

 

宿 泊 先 富士山コース：富士山リゾートホテル （http://www.fujisanresort.com/） 

授業コード： AA0239 

http://www.fujisanresort.com/


現地訪問の際の

安全対策 

 公共交通機関内（高速バス内）では、必ず不織布マスクを着用し、会話を慎

む。 

 個人で行う基本的な感染予防対策（３密の回避、マスクの適切な着用、手洗いな

ど）を徹底する。 

 訪問施設のガイドラインに従い、個人で行う基本的な感染予防対策を心がける。 

 実習日１週間前から、特に感染染防御に留意する。 
 毎朝の検温をおこない、体調管理ノートに記録する。 
 宿泊は感染対策がなされている施設を選定する。 
 食事は他者との距離を保ち、会話を控えることを徹底する。 

費 用 

合計 27,000円程度 

【内訳】 

富士山コース 

 宿泊費：9,000 円（２泊３日：朝食付き） 

 往復交通費：4,000 円（高速バス代：バスタ新宿-河口湖駅） 

 現地訪問費用:3,000 円（施設料金など） 

 現地移動費：3,000 円 

 予備費：3,000 円（昼食代 2 食分含む） 

横浜市コース 

 現地訪問費用：5,000 円（施設料金、昼食費など） 

 自宅より実施場所（横浜市内）までの往復交通費は各自負担 

※余りが出た場合は返金致します。 

選 考 基 準 
 書類選考により決定する。 

 募集人数を超えた場合は、4 年生・FS 初回学生を優先する。 

事前・事後 

講 義 の予定 

事前講義 ：７月中に１回 

事後講義 ：10 月中に１回 

※オンラインもしくは対面で行う。 

注 意 事 項 

1. 本コースは新型コロナウィルス感染症の状況によっては中止または時期・内容

を変更する可能性がある。 

2. 中止となった場合は、下記の代替措置によって予定していた FS に相当する学習

をおこない、単位を取得することができる。 

3. 参加許可後に、キャンセルはしないこと。中止となった場合でも費用負担をして

もらう場合がある。 

中止になった場

合の代替措置 

 各施設（一般財団法人ふじよしだ観光振興サービス、富士河口湖町政策企画課、

富士河口湖町学芸員、河口湖環境協会など）の職員によるオンライン講義を実施

する。 

 富士山に関するビデオを視聴する。横浜については、個人で都市観光を行い、結

果を報告する。 

 関連テーマに従って、グループごとディスカッションを行い、発表（プレゼンテ

ーション）を行う。 

評 価 方 法 
FS ノート（実習記録）、実習報告書の提出および実習時での活動状況、また事前・事

後講義の出席状況により総合的に評価する。 

 


